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例
し
て
医
師
の
数
を
増
や
す
こ
と
が

望
め
な
い
中
、
病
床
数
だ
け
増
や
す

の
は
現
実
性
に
乏
し
い
。

　

ま
た
介
護
の
状
況
に
目
を
転
じ
る

と
、
介
護
施
設
・
居
住
系
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
、
国
は
25
年
ま
で
に
１

９
２
万
人
分
の
施
設
確
保
を
図
る
計

画
だ
が
、
要
介
護
者
の
今
後
の
増
加

ペ
ー
ス
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

十
分
な
供
給
と
は
言
い
難
い
。
加
え

て
６
割
以
上
の
国
民
が
自
宅
で
の
療

養
を
希
望
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
と

し
て
訪
問
介
護
や
在
宅
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
向
け
た
体
制
整
備
が
必

須
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
政
策
的
に
は
、
患
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
病
院
・
病
床
機
能
の
役

割
分
担
や
、
医
療
機
関
同
士
、
医
療

と
介
護
の
間
の
連
携
強
化
を
通
じ

て
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
構
築

す
る
医
療
・
介
護
機
能
の
再
編
が
打

ち
出
さ
れ
て
き
た
。
急
性
期
へ
の
医

療
資
源
集
中
投
入
な
ど
に
よ
る
①
入

院
医
療
の
機
能
分
化
・
強
化
と
連
携

②
在
宅
医
療
・
介
護
の
充
実
や
看
取

り
を
含
め
た
在
宅
医
療
を
担
う
診
療

【医療】
【在宅ケアと情報通信技術】

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
は
医
療
ニ
ー
ズ
が
大

き
く
拡
大
し
、
病
院
を
中
心
と
し
た

現
在
の
医
療
提
供
体
制
で
は
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
現
在
の
状
況
を
将
来
に
ス
ラ

イ
ド
し
た
場
合
、
医
療
ニ
ー
ズ
と
し

て
1
日
当
た
り
の
入
院
者
数
が
１
３

３
万
人
か
ら
25
年
に
は
１
６
２
万
人

へ
増
加
す
る
と
国
は
予
測
す
る
。
こ

の
需
要
増
に
伴
い
病
院
の
ベ
ッ
ド
数

も
病
床
総
数
で
現
在
の
１
６
６
万
床

か
ら
２
０
２
万
床
が
必
要
に
な
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
比

所
な
ど
の
機
能
強
化
③
地
域
包
括
ケ

ア
体
制
の
整
備
―
が
柱
と
な
っ
て
い

る
。

　

患
者
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
が
大

幅
に
伸
び
、
さ
ら
に
訪
問
先
へ
の
移

動
に
時
間
が
と
ら
れ
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
が
患
者
1
人
当
た
り
に
割

け
る
時
間
が
短
く
な
る
の
は
避
け
ら

れ
な
い
。
患
者
の
全
体
像
を
知
り
、

患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
て
正
確
な
情

報
を
関
連
す
る
他
の
事
業
者
・
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
と
共
有
し
連
携
す
る
24

時
間
体
制
の
在
宅
ケ
ア
（
医
療
・
看

護
・
介
護
・
生
活
支
援
な
ど
）
や
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
は

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
は
不
可

欠
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
施
設
や
多
職
種
連
携
を

視
野
に
入
れ
て
開
発
し
た
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
を
展
開
す
る
シ
ス
テ
ム
ベ

ン
ダ
ー
も
登
場
し
た
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
間
を
つ
な
い

だ
り
、
自
治
体
枠
を
超
え
て
在
宅
医

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
な

ど
数
多
く
の
導
入
例
が
あ
る
。

　

ま
た
、
主
と
し
て
医
療
機
関
同
士

の
情
報
連
携
を
対
象
と
し
て
い
た
地

域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
も
、
病
院
間

の
情
報
共
有
効
率
化
を
目
指
し
、
00

年
以
降
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
証
が
行
わ

れ
て
い
た
。
一
部
の
成
功
例
を
除
き

コ
ス
ト
の
問
題
か
ら
中
止
や
終
了
と

い
う
ケ
ー
ス
が
大
半
だ
っ
た
が
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
よ
り
高

額
な
初
期
投
資
を
抑
制
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
地
域
医
療
連
携
シ
ス

テ
ム
構
築
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
は
か

な
り
低
く
な
っ
て
き
た
。
加
え
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に

伴
い
、
連
携
範
囲
は
介
護
領
域
に
ま

で
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

　

14
年
６
月
に
は
「
医
療
介
護
の
連

携
強
化
」「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

い
わ
ゆ
る
医
療
・
介
護
推
進
法
案
が

可
決
・
成
立
。
今
後
展
開
さ
れ
る
関

連
法
令
の
整
備
と
共
に
、
事
業
者

（
所
）
間
で
の
情
報
共
有
の
流
れ
を

後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
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